















































































































































去 40 年間の英米に対してそうであったのと同じである（p.121）。」 
先生の仙台時代の関係で河野與一やケーベルなどは楽しく読みました。河野の随想「源流に遡
る――プラトニック・ラヴ考」（『學問の曲り角』岩波書店、1984［1958］年、15-34 頁。初出は










































































































































1513 年、第 5 回ラテラノ公会議で決定された教皇教書「アポストリキ・レギミニス」（Apostolici 
regiminis）公布が反映しています。先の二人も霊魂不滅を日本で仏教徒に向い、強調しましたが、
ゴメスはその公会議の名を出して、この真理を理解してもらう必要性を痛感しています。ゴメス
にはアリストテレス思想が顕著に窺えるのですが、このようにプラトン的思想も時代を反映して
現われています。 
おわりに 
アリストテレス主義であれ、プラトン主義であれ、それぞれのルネサンス的論題が 16 世紀の
日本でも取り上げられているわけです。それ故に、このルネサンスは中世の他のルネサンスと違
い、ヨーロッパだけの問題でなく、私たちに身近な文化思想運動と言いたいのです。他の、中世
に繰り返されたルネサンスとは異なるのです。講演の題目を「ルネサンス世界―その意義と我々
―」としたのも、このためです。 
だが、アリストテレス主義も、プラトン主義も、イタリア・ルネサンスだけの思想領域にある
わけでなく、中世ヨーロッパを通じた思想の流れ、伝統です。この継続の理解なくして、15、6
世紀における古代の思想的伝統を理解できるものではありません。そして古代からのこの伝統は、
私がここでお話した以上の豊かな思想を持っていることは言うまでもありません。政治の領域を
考えれば、すぐに分かることです。「ヨーロッパ中世・ルネサンス研究所」は学際的な共同研究を
謳われています。ヨーロッパ文化の究明のためにこの研究所が実りある発展を遂げられるよう祈
念して、講演の結びの言葉と致します。ご清聴ありがとうございました。 
